





































































































うになった。段位にかかわらず、一局二円だった。江戸幕府からの保護を失い、苦難の道を歩んでい 将棋界にとって、新聞棋戦の開始は一筋の光明になった。また 愛花は東京市京橋区明石町の自宅を本拠にして、月刊の将棋雑誌「将棊新報」を創刊（四一年一二月号） 、毎号いろいろなテーマで執筆した。　
さらに、交流の少なかった棋士同士の団結を唱え、初の棋士
団体「将棊同盟會」 結成に尽力した。翌四二年八月八日に発会式を行い、 同年 〇月三日に 「将棊同盟社」 と名称を変更した。　
当時の棋士は、ほとんどが副業を持ち、裕福ではなく、対局









































































































































































































































て、関係者の間でいろいろな思惑があった。実際に将棋界で活躍し いた八段は、井上、関根、阪田の三人。この中から次期名人が決まると考えられて た。中でも最有力候補だった関根にとって、新たに八段が誕生することは 自分 名 襲位に差し障る 考えて土居の 昇段を認めなかった。　
結局、将棊同盟社は関根の許しを得ぬまま土居の八段昇進を





二〇日、新たに棋士団体「東京将棊倶楽部」 （柳澤伯爵の命名）を結成する。その後、関根は土居の八段昇進を認め 同八年三月一六日に催された八段披露会にも出席して免状 手渡した。　
小野十二世名人が同一〇年一月二九日に九一歳（数え）で亡













































あり且前途に春秋の多い を名人にすべしと主張し、毎月のやうに有名な三木愛花翁が筆をとつて居られ、そして實際のところをいふと關根先生が一番影が薄いやうであつた。 兎も角、關根・坂田・土居の三派は、小野名人の死 同時に各々行動を開始した。 （中略）坂田 吉師には關西将棋界は勿論 阪朝日が絶對の支持を與へて居たし、東京でも柳澤伯 主義の立場から支持してゐられた である。關根先生の方には金（當時七段） 筆頭にひかへて居たが金師もまだ若い頃で社會的な力は極めて弱かつた。 し其處へ力をかさうとし が、竹内翁
２
と私と、それに東京朝日の桑島俊（鈍聴子）氏である。
其間種々の經緯はあつたが、坂田師には私が柳澤伯邸で説き、三木氏には竹内翁が會つて、結局關根先生の「名人」繼承が実現するやう なつたのである。關根先生の五十五歳の時であつたと思ふ。 （原文のママ、後略） 》
　
この文章は昭和一〇年 （一九三五年） の大崎八段の口述を、 「国






































六段、木村義雄六段、寺田梅吉五段、飯塚勘一郎五段、小泉兼吉五段、金子金五郎五 平野信助 山北孫三 根岸勇四段、 渡辺東一四段、 萩原淳四段、 鈴木禎一四段の合計二〇人。　
また同日、 大崎、 金の八段昇段が発表された。この年、 「大崎会」









































































































































月五日号から五月二八日号まで一一回にわたり連載した“将棋隋筆盤側三十年”の中から、その個所を引用する。《私が二度目に棋界の世話役を引き受けたのは昭和三、 四年頃であつた。その頃将棋はだいぶ盛んになつてはいたが、それもきわめて低調なも であつた。因襲久しき封建制 容易に改まらず、積る情弊が少なからず 界の隆昌を妨げていた。 （略）　
いろいろと考えたあげく、到達した結論は、名人制度の変革






た。早速草案を取り出して要談に入つ 棋界の現状から将来にわ つて子細に検討し、改革のやむを得ざること 改革のもたらす効果の見通しなどについ 詳しく述べた。名人はほとんど口をきかず、時々眼をつぶつて考え いたが、やがて口を開いていとも静 に「結構です、 どうぞおやり下さい」 いつて、くりかえし私の苦心 対し 謝意を表するのであつ 。 （略）
　
越えて三月十八日、全八段を拙宅に招集した。木見は大阪か
ら何ごともご一任すると申入れて来た。この日一新聞（注：東京日日新聞）が「関根名人退位か」の大見出しで、三段抜きのトップニュース してこの会同（注：会合のこと）を大きく取扱つたので、早朝から新聞社、通信社その他 多数の人々の来訪を受け 。電話のベルは鳴りつづけた。門前には数台 自動車がとまつて、何ごとかと近所のひとびとを驚かした。　
やがて全員参集。土居、金、大崎、花田、木村、金子の六人
であつた。会議は階上の一室で開かれた。彼等は さの新聞で大体推察していたが、 草案を見てさすがに驚いたようであつた。二時間にわたる質問応答ののち全員喜んで賛成、小修正を加えただけでこれを可決した。ただこの企画が一年七八万円を要する点において実現 やぶむ気配が濃厚であつた。今のカネにすれば千万円にも当る けで、あやぶむ が当然 あつた。この会談は全員棋界の前途を思う熱意に燃え 極めて真剣な、しかも和気あいあい るふんいきの ちに行われた。　
つづいて廿五日山王境内の茶屋に臨時総会を開いて付議した



























































ける新聞 はいくつかあったが、 いずれも失敗に終わっていた。中でも読売新聞社は、正力松太郎社長の意向を受け 担当記者の菅谷北斗星が十年越しで働きかけていた。　












































































”（下） 」 ） 。









筋が、心なしかげっそり肉が落ち、やつれたのを感じた。私何ということ 目頭の熱くなる をどう もすることが出来なかった。　
急に坂田氏が振り返った。 『おおきにご苦労様でございました』







































































昭和二一年、大阪日日新聞社入社。二六年、サンケイ新聞東京本社入社、三五年朝日新聞東京本社入社、三八年に退社して文筆生活に る。 作家、 将棋史研究家。 平成七年一一月一〇日逝去。

















































平成二二年から日本将棋連盟の将棋歴史文化アドバイザー。同二六年、第 一回大山康晴賞受賞。著書に『将棋』 『将棋２』 『遊芸師の誕生
	 碁打ち・将棋指しの中世史』 『碁打ち・将棋指しの誕
生』 『将棋の起源』 『碁打ち・将棋指しの江戸
	 「大橋家文書」が明
かす新事実』 『将棋の駒はなぜ四〇枚か』 『将棋の歴史』ほか多数。主要参考文献山本亨介『将棋文化史』昭和五五年東
	 公平『阪田三吉血戦譜
　
（1）　
（2）　
（3）　
』昭和五三、 五四年
山本武雄『改定新版
　
将棋百年』昭和五一年
加藤治郎監修 写真でつづる将棋昭和史』昭和六 年加藤治郎監修『昭和の将棋史
　
不滅の名勝負一〇〇』昭和六三年
「将棋世界」／「近代将棋」／「週刊将棋」
　
ほか
［日本将棋連盟］
